
地域診断を活かした島しょ地域の食生活改善対策 

～島民の生活習慣病予防のために～ 

島しょ保健医療圏島しょ保健所 

実 施 年 度 開始  平成２７年度   終了（予定） 平成２９年度 

背 景 

島しょ保健所では長年、課題別地域保健医療推進プランで島しょ地域の食生活改

善対策に取り組んできたが、一般的な生活習慣病予防の普及に終わることが多かっ

た。 
健康日本（第二次）では、地域の健康課題を総合的に分析し、健康課題の背景に

ある食環境や食習慣を明らかにしたうえで、問題解決の施策を構築することが行政

栄養士には求められている。 
島しょ地域では、国民健康保険データにより、生活習慣病患者及び予備軍の増加

が健康課題として挙げられている。そのため、データに基づく地域診断により各町

村の健康・食生活課題を明確にして食生活改善対策を進めることにした。 

目 標 
各町村の地域診断を通して地域の特性を理解し、状況に対応した施策を検討・推

進し、住民の食生活を改善して島民福祉の向上を目指す。 

事 業 内 容 

【平成 27 年度】 

１ 地域診断及び施策化の学習（研修）（平成 27～29 年度） 

２ データの収集とまとめ（2町 7村）(平成 27～29 年度)、 

３ 地域診断による各町村の健康・食生活の特徴の検討及び明確化 

（平成 27～29 年度） 

４ 島民に対して生活習慣病予防を普及啓発（平成 27～28 年度） 

５ 事業報告書（地域診断方法や食事調査結果の報告を含む）の作成 

（平成 27～29 年度） 

【平成 28 年度】 

１ 食事調査の実施内容の検討 

２ 食事調査による島民の食生活の実態把握 

【平成 29 年度】 

１ 地域診断結果についての周知 

２ 既存の会議等を活用した普及啓発活動の推進 

評 価 

○各島の生活習慣病に関する健康・栄養課題を把握するため、島しょ全体で食事に

関する大規模調査を行った。島しょ地域では、国民健康栄養調査の地域に該当し

ないため、今回の調査は島民の食生活を知ることができる貴重な調査となった。

次年度は、調査結果の本格的なデータ解析、生活習慣病に関する地域診断により

健康・栄養課題の特徴を明確にするとともに、関係機関・団体、島民へ周知等を

行っていく。 
○島しょ地域の保健所・町村栄養士の合同研修会を開催し、食事調査の手法や調査

結果の分析方法を学習した。研修を通して学んだことを本事業に活かすことで、

事業を円滑に実施することができた。 

○生活習慣病予防講習会を小離島の利島で実施し、（青ヶ島は天候不良により中

止）、参加者に対して、生活習慣改善の働きかけを行うことができた。 

問い合わせ先 

島しょ保健所 総務課 庶務担当 

電    話  ０３－５３２０－４３４２ 

ファクシミリ  ０３－５３８８－１４２８ 

E-mail     S0411801＠section.metro.tokyo.jp 
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Ⅰ 事業概要 

Ⅱ 平成２８年度の事業内容及び実績 

 

 

 

１ 事業の背景 

島しょ保健所では平成２３年度より、島しょ地域で糖尿病対策のための食環境整備を行っており、糖

尿病予防講習会開催やヘルシーレシピ集の作成などを通して、食生活を中心としたより良い生活習慣へ

の働きかけを行い、島民のＱＯＬの向上を目指してきた。 
平成２５年には、「健康日本２１（第二次）」が施行され、健康・栄養課題の明確化とＰＤＣＡサイク

ルに基づく施策の推進、生活習慣病発症予防と重症化予防の徹底のための施策が課題として挙げられて

いる。島しょ地域は、人口約２００人～８０００人の２町７村で構成されているが、各島により地域特

性があるため、各町村の健康・栄養課題を明確にし、地域特性に応じた食生活改善対策を進めていく必

要がある。 
そこで当事業は既存の生活習慣病予防講習会の取組を継続して実施していくとともに、食事調査から

各町村の健康・栄養課題を明確にし、ＰＤＣＡサイクルに基づく食生活改善対策を島民、関係機関・団

体が一体となって取り組むことができる整備をする。 
 

 

２ 事業の目標 

全体目標：各町村の状況に対応した食に関する施策を検討・推進し、住民の食生活を改善して島民福祉

の向上を目指す。 

 

年度目標： 平成２７年度 
１ 保健所と町村が生活習慣病予防に向けて食生活の課題を共有 
２ 地域診断方法の学習 
３ 特定健診やアンケートのデータ収集とまとめ 
４ 島民に対して生活習慣病予防を普及啓発 

 
      平成２８年度 

１ 地域診断方法の学習 

２ 食事調査の実施 

３  島民に対して生活習慣病予防を普及啓発 

 
      平成２９年度 

  １ 各町村の生活習慣病に関する健康・栄養課題の把握 
２ 地域診断を活かした食生活改善を島民、関係機関・団体が一体となって 

取り組むことができる環境の整備。 
 

 

 

 

１ 食事調査実施内容の検討 

（１）ＰＴ会議の実施 

スーパーバイザー、当所の医師、歯科医師、保健師、事務、栄養士で構成したＰＴ会議を年２回行い、

地域課題や事業計画について検討を行った。 

 

回数 日時 参加者数 内容 

第１回 平成２８年６月３０日 １７名 ・食事調査についての検討 

第２回 平成２９年３月 ２日 １２名 ・平成２８年度取組報告 
・平成２９年度事業計画 
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（２）地域診断方法等の研修会（保健所・町村合同研修会）の開催 

神奈川工科大学の饗場直美教授を講師とし、保健所栄養士と町村栄養士が共に、地域診断を実施する

手立てを学んだ。 
 

回数 実施日 
参加者

数 
ねらい 内容及び実績 

第１回 
平成２８年 

６月３０日 
１１名 

・疫学・統計解析の基礎につ

いて学ぶ 

・食事調査の作成方法を学ぶ 

・研究デザインについて 

・ＢＤＨＱ調査について 

・アンケート調査の設問の作り方

第２回 
平成２８年 

１２月２０日 
１１名 

・食事調査等から得られたデ

ータの分析を行い、健康・

食生活課題を見つける方法

を学ぶ 

・得られた健康・食生活課題

について、施策化へのプロ

セスを学ぶ 

・食事調査結果の見方、結果の活

用方法 

・健康課題の要因となる生活習

慣・栄養課題の特定 

・対策の企画・実施 

・施策実施に必要な連携の取り方

 

○研修会参加者の感想 

・食事調査を行う上での、基本的な事（何を知ればよいか。そのための設問の作り方）を学ぶことがで

き、アンケート作成に役立った。 

・研修を通して、調査方法やデータ解析について、理解を深められ、調査の基礎知識を学ぶことができ

た。 

・研究デザインやアンケートの作成方法について、学識経験者の講師の方からの話が大変参考になった。 

・今後村の健康づくり事業等を推進していくため、村民の意識や現状把握のための調査が必要となった

場合、今回の研修内容を参考にできる。 
 
 
２ 食事調査による島民の食生活の実態把握 

（１）調査の目的 
  島しょ保健所管内における島民の食習慣の実態を明らかにし、生活習慣病予防対策の基礎資

料とする。 
 
（２）調査の内容 
  ア 調査対象 

島しょ保健所管内の各町村で住民基本台帳から抽出する２０歳以上の島民、約５０００人（利

島村、御蔵島村、青ヶ島村は２０歳以上の全島民） 
 
  イ 調査時期 

 平成２８年９月１日（木曜日）から平成２８年９月１５日（木曜日）まで 
 
  ウ 調査方法 
   （ア）調査票の配布及び回収 
      郵送にて実施（一部の自治体は各戸配布及び回収） 
   （イ）調査用紙の内容（２種類） 
      ・食習慣に関する頻度等の調査（BDHQ） 
      ・食習慣に関するアンケート調査 
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回収数
【B】

回収率
【B/A】

有効回答数
【C】

有効回答率
【C/A】

回収数
【D】

回収率
【D/A】

有効回答数
【E】

有効回答率
【E/A】

大島町 ２０歳以上の２割 1343 1282
＊２

494 38.5% 469 36.6% 491 38.3% 491 38.3%

利島村 ２０歳以上の全員 257 184
＊３

77 41.9% 74 40.2% 76 41.3% 76 41.3%

新島村（新島） ２０歳以上の２割 379 379 222 58.6% 212 55.9% 222 58.6% 222 58.6%

新島村（式根島） ２０歳以上の５割 227 227 114 50.2% 106 46.7% 114 50.2% 114 50.2%

神津島村 ２０歳以上の２割 298 298 187 62.8% 170 57.0% 186 62.4% 186 62.4%

三宅村 ２０歳以上の２割 462 457 165 36.1% 157 34.4% 165 36.1% 164 35.9%

御蔵島村 ２０歳以上の全員 250 247 79 32.0% 76 30.8% 79 32.0% 79 32.0%

八丈町 ２０歳以上の２割 1299 1294 507 39.2% 488 37.7% 498 38.5% 497 38.4%

青ヶ島村 ２０歳以上の全員 125 125 65 52.0% 64 51.2% 62 49.6% 62 49.6%

小笠原村（父島） ２０歳以上の２割 331 330 126 38.2% 123 37.3% 126 38.2% 126 38.2%

小笠原村（母島） ２０歳以上の５割 67 67 35 52.2% 35 52.2% 34 50.7% 34 50.7%

5038 4890 2071 42.4% 1974 40.4% 2053 42.0% 2051 41.9%

町村名 対象者
最終配布数

＊１【A】

合計

対象者数

食習慣アンケートBDHQ調査

（３）実施結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１ 対象者に配布ができなかった数を除く。 

＊２ 町との調整の上、記載の調査対象者数とした。 

＊３ 村との調整の上、郵送ではなく、訪問で調査用紙を配布した。 

   
 
３ 生活習慣病予防講習会の開催（利島・青ヶ島） 
  島民に対して生活習慣病予防を普及啓発するため、生活習慣病予防講習会を利島で実施した。青ヶ

島は、悪天候により船が青ヶ島へ就航しなかったため、やむなく開催中止となった。 
 

 
 ○講習会の評価 
 アンケート結果より、参加者の多くが日頃から減塩を心掛けたいと回答していた。講習会を受講す

ることにより“食生活改善に繋げる”という目的を達成できた。体験型学習としたことで、それぞれ

が意欲的に参加しており、より効果的な講習会になった。 
 
○利島講習会の様子 

 
 
 

 

日時 講習会内容 参加人数

利
島 

平成２８年１１月２８日(木曜日) 

１９時から２０時３０分 

「減塩について知ろう！」 
講師：饗場直美 先生（神奈川工科大学 教授） １０名 

青
ヶ
島 

平成２９年３月 6 日(月曜日) 

１８時３０分から２０時 

「好みの食事でおいしく減塩！ 
やってみるとこんなに簡単、知って得する減塩術」 
講師：饗場直美 先生（神奈川工科大学 教授） 

― 
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Ⅲ 平成２８年度の事業評価 

Ⅳ 平成２９年度の事業計画 

 
 
各島の生活習慣病に関する健康・栄養課題を把握するため、島しょ全体で食事に関する大規模調査を

行った。島しょ地域は、国民健康栄養調査の地域に該当しないため、今回の調査は島民の食生活を知る

ことができる貴重な調査となった。調査にあたっては、PT 会議等で様々な検討を行い、計画通りに調査

の実施、調査結果の集計を行うことができた。次年度は、調査結果の本格的なデータ解析、生活習慣病

に関する地域診断により健康・栄養課題の特徴を明確にするとともに、関係機関・団体、島民へ周知等

を行っていく。 
島しょ地域の保健所・町村栄養士の合同研修会を開催し、食事調査の手法や調査結果の分析方法を学

習した。研修を通して学んだことを本事業に活かすことで、事業を円滑に実施することができた。 

生活習慣病予防講習会を小離島の利島で実施し、参加者に対して、生活習慣改善の働きかけを行うこ

とができた。 

 
 
 
 
  本事業の最終年度となる。平成２９年度は、調査結果の本格的なデータ解析、生活習慣病に関する

地域診断により健康・栄養課題の特徴を明確にするとともに、今後、町村が住民を対象とした生活習

慣病事業を展開するための支援として、島民、関係機関・団体が一体となって食生活改善に取り組む

ことができる環境を整備する。 
 
 １ 地域診断による各町村の健康・食生活の特徴の検討及び明確化 
   健康課題、栄養課題を明確にするとともに、各町村の特徴、どんなターゲットに働きかけるべき

か等、事業や施策に繋がる視点をもって検討する。 
 
２ 地域診断結果についての周知 
  食事調査の結果、地域診断の結果やその対応策について、広く島民へ周知する。 

     
３ 既存の会議等を活用した普及啓発活動の推進 

   既存の会議等を活用し、地域診断の結果から委員等とともに啓発用の標語を検討する等、食生活 
改善事業を島民、関係機関・団体が一体となって取り組めるような環境をつくる。 

 
４ 事業報告書の作成 

   地域診断の方法、食事調査の結果を盛り込んだ報告書を作成する。 
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